
「問い」が故郷を形作る

　故郷を思い、故郷の史跡を愛し、訪れる人々にあ
たたかな心を届けようとする心豊かな子どもたち。

　Rさん　ありがとう。

　三年前、立科小学校の六年生が、立科町史跡の松並木公園を
探究の対象として様々な取り組みを展開してくれました。活動
の一環として子どもたちの設置した「感想ノート」が今も活用
され、たくさんの皆さんが意見を寄せて下っていました。ノー
トの横の手作りパンフレットも補充され続けています。

　５月１日、久しぶりに松並木に足を運び、感想ノートを開い
てみました。心温まる様々な書き込みが、そこに記されていま
した。ノートが今も活動をつないでいてくれるのです。様々な
書き込みの中に「感想ノート」を提案し、設置したRさん（立
科中二年生）の書き込みが目に飛び込んできました。

　訪れる人々の松並木を歩きながら、感じた様々な思いを読み、
書き込んでくれたメッセージです。

　松並木公園への思いが今も、この子の中であたためられ、足
を運び、寄せられたメッセージに向かい、返信してくれたRさ
んの心根が、新緑の香りが漂う中から聞こえてくるような気が
しました。

　故郷の史跡に向き合い、自分の体で感じたことを「問い」と
して学び続けた子どもたち。

　その問いの探究は、やがて様々な人々との出会いも生み出し、
Rさんの中に確かなふるさとを形作ってくれていました。

Rさんの書き込み
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